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令和５年度第１回朝日町総合教育会議 会議録 

 

令和 5年 5月 30日（火曜日） 

午前 10時 30分から正午 

エコミュージアムコアセンター創遊館会議室 

 

出席者   朝日町長 鈴木 浩幸 

      朝日町教育委員会 

      教育長  堀  俊一 

委員   五十嵐義一 

委員   井上 幸弘 

委員   橋間 博美 

委員   海野  睦 

 

職務のため出席した者の職氏名 

教育文化課長  伊藤  淳 

      課長補佐兼学校教育係長  菊地早百合（書記） 

      主    査  佐久間 淳 

生涯学習係長  白田  淳 

指 導  主 事  齊藤 絵里 

 

１．開  会 

課長の進行及び開会宣言 

 

２．あいさつ 

  鈴木 浩幸 朝日町長 

堀  俊一 教育長  

 

３．協議事項 

  伊藤課長より会議の招集者である町長を議長とすることを確認し、了承を得る。 

議長（鈴木町長） （１）朝日町立義務教育学校創設に向けた今年度のスケジュールに関し、説明を求

めた。 

主査       資料に基づき説明。 

課長       補足として、5/29に実施した議会全員協議会における質疑内容を説明。 

議長（鈴木町長） （１）の協議内容について質疑、意見の有無を確認 

五十嵐委員    準備委員会の人数、もっと増やすべきでは？後々、専門部会が立ち上がり、仕事が

増えてくるのではないか。 

課長       専門部会の委員は令和６年度から別途委嘱させていただく予定だ。 

井上委員     町民が意見を出しやすい状況を作ってほしい。様々なところから声が出るように。

「町民全体で学校を作る」という気持ちが大事だ。「小学校がなくなったらどうなる

んだ」と不安がるのではなく、「こうしていきたい」と願う気持ちが大切だと思う。 



2 

橋間委員     （準備委員会には）有識者にも参加いただきたい。大きな視点で考えられる人が必

要ではないか。 

教育長      有識者が入ると、大きな視点の意見をいただける。検討したい。 

海野委員     みんなが想いを共有できるようにしてほしい。LINEなどの SNSを活用した意見聴取

も検討してほしい。また、子供たちの意見も聞いてほしい。 

教育長      自分ごととしてとらえてもらうことが大切。そのように取り組んでいきたい。 

議長（鈴木町長） 有識者の参画をぜひ検討してほしい。 

 

議長（鈴木町長） （整備する場所について）様々な意見があるのは承知しているものの、基本方針で

定めた通り、現在の朝日中学校の敷地に整備したいと考えている。 

         ただし、今後、地質調査等で問題が出た場合は、別の場所を検討したい。 

課長       用地については、議会の全員協議会で「宮宿小も検討した方がいいのでは」という

声があった。 

井上委員     （現状の敷地を考えれば）グラウンドに整備し、あとで校舎を解体、その後校舎跡

地にグラウンドを整備するしかない。 

橋間委員     今の敷地の良い点、悪い点を確認してほしい。朝日中の眺望を生かした設計にして

ほしい。 

海野委員     朝日中の場所で良い。 

五十嵐委員    場所は動かさない方がいい。 

         令和 10年４月の統合は、町教育界の大変革であり、極めて重要だ。いい学校を作る

には事務局の視察が重要。いろいろな学校を見てきてほしい。 

         話は変わるが、既存校の跡地はどうなるのか。 

議長（鈴木町長） 準備委員会とは別の組織で考えることとしたい。 

教育長      議会でも跡地利用に関する意見をもらっている。少しずつ進めていきたい。 

         地区ごとに核となるメンバーを作ってから考えていければ良い。 

橋間委員     ソフト面の軸も大切に。子供たちにとってどういう学校がいいのか、しっかりと考

える必要がある。キャッチコピー等、ブレないものがあると良い。 

教育長     今考えているのは、英語教育と地域学習の充実、社会教育の複合施設、および異学年

交流などだ。様々な関わり合いを増やすことで人間関係の硬直化を和らげたい。 

 

４．閉  会 

  以上、協議し、正午に第 1回朝日町総合教育会議の会議を閉じた。 

 

 

 

町     長    

 

教  育  長    

 

調 製 職 員   佐久間 淳 


